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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年3月18日(2010.3.18)

【公開番号】特開2008-187364(P2008-187364A)
【公開日】平成20年8月14日(2008.8.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-032
【出願番号】特願2007-18158(P2007-18158)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/48     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｊ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ３４０Ａ
   Ｇ０３Ｂ  17/48    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  15/00    　　　Ｑ
   Ｇ０３Ｂ  15/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月26日(2010.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画撮影指示により動画撮影を行う動画撮影手段と、
　静止画撮影指示により静止画撮影を行う静止画撮影手段と、
　前記動画撮影手段による動画撮影中に静止画撮影指示がなされた場合、被写界内の人物
の顔を検出する顔検出手段と、
　前記顔検出手段により人物の顔が検出された場合、前記静止画撮影手段による静止画撮
影における画角を設定する画角設定手段と、
　を有することを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】
　前記画角設定手段は、一度の静止画撮影で全体画角を設定すると共に、前記顔検出手段
の顔検出処理結果に基づいて、人物中心の画角で画角を設定することを特徴とする請求項
１記載の画像記録装置。
【請求項３】
　前記画角設定手段による画角設定は、一義的に行われることを特徴とする請求項１また
は２記載の画像記録装置。
【請求項４】
　前記画角設定手段は、撮影される静止画における人物の頭身比率を切り替えると共に、
該頭身比率と前記顔検出手段の出力に基づいて記録画角を決定することを特徴とする請求
項１記載の画像記録装置。
【請求項５】
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　静止画における人物の頭身比率を設定する頭身比率設定手段を更に備え、前記画角設定
手段は、該頭身比率設定手段によって決定された頭身比率と前記顔検出手段の出力に基づ
いて、撮影する静止画における記録画角を決定することを特徴とする請求項１記載の画像
記録装置。
【請求項６】
　画像記録装置において実行される制御方法であって、
　動画撮影指示により動画撮影を行う動画撮影ステップと、
　前記動画撮影ステップによる動画撮影中に静止画撮影指示がなされた場合、被写界内の
人物の顔を検出する顔検出ステップと、
　前記顔検出ステップにより人物の顔が検出された場合、静止画撮影における画角を設定
する画角設定ステップと、
　前記画角設定ステップにより設定された画角で静止画撮影を行う静止画撮影ステップと
、
　を有することを特徴とする画像記録装置の制御方法。
【請求項７】
　前記画角設定ステップでは、一度の静止画撮影で全体画角が設定されると共に、前記顔
検出ステップの顔検出処理結果に基づいて、人物中心の画角で画角が設定されることを特
徴とする請求項６記載の画像記録装置の制御方法。
【請求項８】
　前記画角設定ステップによる画角設定は、一義的に行われることを特徴とする請求項６
または７記載の画像記録装置の制御方法。
【請求項９】
　前記画角設定ステップでは、撮影される静止画における人物の頭身比率が切り替えられ
ると共に、該頭身比率と前記顔検出ステップの出力に基づいて記録画角が決定されること
を特徴とする請求項６記載の画像記録装置の制御方法。
【請求項１０】
　静止画における人物の頭身比率を設定する頭身比率設定ステップを更に備え、前記画角
設定ステップでは、該頭身比率設定ステップによって決定された頭身比率と前記顔検出ス
テップの出力に基づいて、撮影する静止画における記録画角が決定されることを特徴とす
る請求項６記載の画像記録装置の制御方法。
【請求項１１】
　画像記録装置の制御方法をコンピュータに実行させるための制御プログラムであって、
　前記制御方法は、
　動画撮影指示により動画撮影を行う動画撮影ステップと、
　前記動画撮影モジュールによる動画撮影中に静止画撮影指示がなされた場合、被写界内
の人物の顔を検出する顔検出ステップと、
　前記顔検出ステップにより人物の顔が検出された場合、静止画撮影における画角を設定
する画角設定ステップと、
　前記画角設定ステップにより設定された画角で静止画撮影を行う静止画撮影ステップと
、を有することを特徴とする画像記録装置の制御プログラム。
【請求項１２】
　請求項１１記載の画像記録装置の制御プログラムを格納するコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の画像記録装置は、動画撮影指示により動画
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撮影を行う動画撮影手段と、静止画撮影指示により静止画撮影を行う静止画撮影手段と、
前記動画撮影手段による動画撮影中に静止画撮影指示がなされた場合、被写界内の人物の
顔を検出する顔検出手段と、前記顔検出手段により人物の顔が検出された場合、前記静止
画撮影手段による静止画撮影における画角を設定する画角設定手段と、を有することを特
徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項６記載の画像記録装置の制御方法は、画像記録装置において実行される制御方法
であって、動画撮影指示により動画撮影を行う動画撮影ステップと、前記動画撮影ステッ
プによる動画撮影中に静止画撮影指示がなされた場合、被写界内の人物の顔を検出する顔
検出ステップと、前記顔検出ステップにより人物の顔が検出された場合、静止画撮影にお
ける画角を設定する画角設定ステップと、前記画角設定ステップにより設定された画角で
静止画撮影を行う静止画撮影ステップと、を有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項１１記載の画像記録装置の制御プログラムは、画像記録装置の制御方法をコンピ
ュータに実行させるための制御プログラムであって、前記制御方法は、動画撮影指示によ
り動画撮影を行う動画撮影ステップと、前記動画撮影モジュールによる動画撮影中に静止
画撮影指示がなされた場合、被写界内の人物の顔を検出する顔検出ステップと、前記顔検
出ステップにより人物の顔が検出された場合、静止画撮影における画角を設定する画角設
定ステップと、前記画角設定ステップにより設定された画角で静止画撮影を行う静止画撮
影ステップと、を有することを特徴とする。
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